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PLENARY SPEAKERS

MONDAY,JUNE 8
8800 AM

GENGOUATSUI
Werede Unlvcrdty
(Japrn)

"A Vleual Approrch to
thc Slrrrctur.l Dctlgn ln
Archltecture"

The photoela5tlc and lhe molr€ m€lhod6 nre usfil for lhe
vlsuallzaflon ol many thetromena lo dallc and mechanlca. The

aurhor oftcn ued auch methods to dplaln cettaln 6hctural
aspects lo thoa€ who ale not 4petu ln tuctural englneerlog:

e.g., the datlc6 of hldo.lcal archlt4ture to 6cholarc' or atral
declgn probletu to archltectB.

A photoelastlc expedm€nt on the model oI the Phfiaoh's
chamba (Cheops hEmld) r8eals that the uldely antlclpated

*ess dldrtbufion etfd ol the muld'bar conshdlon above

the chamba ls not slgntficilt. On the otha hand' actual beam

mcks Iound by the suruelp6 are aplalned thrcugh a nd
theo.y clalmlng the ext6tace of amlha large chamber ln the

plnamld not louod so lar.
W@d€n hsss ild ftame6 of carlous lnegular 6hapa

(buildlng3 of the hlgh eh@l ol Hlgashlno) are lnvestlgated dd
de6lgned baed on Photoelasflc experlnenls. ln the case of a
munlctpal hall (clry o, Mano), lt 16 shom hou lhe archlted uas
per6uaded lo attq hlr deslgn cotrcept thrcugh a Pbotoela6llc
vlsuallratlon oI sme efta hlgh tr6*a that could have

occured under ielamlc load condltloos.
Plates 5ubted to bddlng and 6hed are lDvestlgated through

membrane experlmcnts ualng the atralogy exlstlog betueen the

dellectlon oI a membrane and the sum of beodlng modento ol a
plate. RegularpollEonal6ndelllpd@l 6haP6 are dealtwlth'and
&me pracll@l cotrclualotr6 are glven.

Flnalty, tt ls shoM howthe m€mblane amlogy cln be qten'
ded to the torslon orbs6 oforthotoplc matdlal3 when lh€ ratlo
ofdgldltles esuh6 partlcular valuet. Applldtlone tor wooden

columng are pteaented.
Prole6sr Mat6ul recelved hB BS ln dglneerlng ln 1943 and

hiO PhD in 1960 at Wa3eda Hebecamea Profe$otln
1961 and Proleosor Emerltus ln
sol ha6 recelved awardg{rom theArchltedural InstltuteolJapao
and the Japan Soclety for Photoelattlclty.

TUESDAY,JUNE 9
8800 AM

SIA NEMAT‐NASSER
UniVer31ty Or C● lifOrnia‐

San Dl● go(USA)

"Erpcrlmental Mcchanlco
tn ComdrrilIwModellng"

The cunenl hend ln materlala elence 15 to deslgn ihc 6lcrc-
6ultabl€ synthEls and proce$lng, lo

ord€r to achl*e propertles for optlmal p*fomance-
Experlmental mechanlce pl&ys a ceotral role ln achlevlng thls
obrecilve. Through cootrolled recovery dperlmenlq gmplec ol
well-characlerlzed mlcrosEuclure arc sublet€d to predeter'
mlned l@dlDg htstorles, and then recovered for po.t.tett, ofteB
nond6Eudlve, charaderlzatlon. la thl6 manrer the essentlal
fatur4 oI the mlcrostruclure/prcpsty relation3 are captured
by syslematlc mlcrcmechaDlcal modellng, lading to physlcalllr
ba6ed con6tltutlve relatlons uhlch can thetr be employed
through comtitutlve algoilthms ln @mPutd cod6 to 6lmulale
Bpon* atrd iallure mode6, to d6lgn mlcroshctures, and to
evaluate malerlal and structural perfomaoce.

The ledure wlll lllushate thls procedurq by means of several
rccat dlmamic r@very sperlmental technlques. Thc exam_
plee lnclude lhe u6e ol t@overy tenslotr, @mpre$lon, and
@mpre$lon-tensloo opllt Hoplilnen bas, rccovdy plale
lmpact dperlmenb, and quantltallve dynamlc holography'
Evaluatlon ofthe lsothermal flou 3heos ofht,Jh-Etrength metals
(e.g. tungotsn and tatrtalum) at hlgh straln rates, the dynamlc
Bauschloger eftect, and the dlmdmlc damage evaluatlon ln
ceramlce ulll be used as qample6-

Dr, Nemat-Naarer 16 cunently Dlretor ol the Ceoter of
Excellence for Advanced Malerlal6, aod Pror6sor ol Applled
Mechanlcs and Enqlne€rlng Sclenceo at the Unlvetslty oI
Callfornle, San Dlego (UCSD). He als dlrecta the Matedal6
Sclence Graduate Progmm at UCSD. He recelved hls PhD lrom
Unlverslty oI Calllornla at Berkeley ln 1964, and altet a 6horl
po6tdocloral lellowshlp, became s senlo. reieatch englnee. al
Northwestern Unlverslty.

In 1966 helolned UCSD a6 an a$lstant profesBor olApplled
Mechanlcc, and then became aB&clate profe6rcr ln 1969. From
1970 to 1985, he wac a profoot of Clvil Englneerlng and
Applled Mathematlcs at Northw6tem Unlver6lty, after shlch
he rdurned to UCSD.

Hb cldent reaarch lntere6ls lnclude mlctomectanlel and
constltutlw modelltg oI nonllnea. responae and lallure mod*i
analytlc, compulatloml, and dperlmeDtal mechanlcs and
mechanlco oI materlals, Bpeclally lhose oI ceramlca, cqamlc
@mpo6lte6, advanced metalllc snd nonmdalllc compo6lte6,
hlgh Etrengrh alloys and 6uperalloys, as sell as rockt and
geomaterlals.

Dr. Na$erls a rellow oftheAmerlcatr Socldy oIM€chanl6l
Engine6, a lellow of the Amedcan Aademy of Mechanlcs, a

Iellou of the Soclety of Englneerlog Sclence, andaforelgn fellos
ofthe DanlshCenter
has reelved sweral
Albup Educatloml Foundallon Prize.

and auardc lncludlng lhe
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第 7回 実験力学国際会議

日次 月 日 曜 発 着 地 /滞 在 地 現地時刻 交通機関 要

1992年
6月 7日 (日 )

6月 8日 (月 )

S

6月 9日 (火 )

6月 10日 〈水)

6月 11日 〈木)

6月 12日 (金 )

6月 13日 (土 )

東京 (成 田)発

サンフランシスコ着
発

ラ ス ベ ガ ス 着

16:30

00
11
12

4

4

RIVIERA HOTEL

ラ ス ベ ガ ス 滞 終   日

ラ ス ペ カ ス 発 15

16

35

33ロサ ンゼル ス 着
LOS ANGELES

ロサ ンゼルス 滞

ロサンゼルス 発 12:45

東京 (成 田 ) 16:3θ

U

〈
A-828
744)

UA- 1141
(733)
専用バス

空路、サンフランシスコヘ

サンフランシスコにて乗り換え

着後、ホテルヘ

〈ラスベカス泊)

Vl I lnternational Congress
on Experimental Mechanics
Manufactures Exhibit

〈ラスベガス泊)

空路、ロサンゼルスヘ

〈ロサンゼルス泊)

(ロ サンゼルス泊)

(機中泊)

着後、解散

UA‐ 2546
(72A)

UA-897
(747)

∠L

5

6

7
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松井先生 とアメリカ旅行

国士館大学 田中輝明

「ラスベガス」ヘ

6月 7日 , 日曜 日,午後 4時 30分,UA 823便,サ ンフランシス コ行 きは,

梅雨空の下の成 田空港 を離陸 した。ジャンボ・ ジェット機 は満席 ,一行 6人 (ナ

ジさん,磐田さん,坂田さん と,私達夫婦)は ,窓側の席 を 2人ずつ割 り当て

られた。

サ ンフランシス コまでは 10時間,乗 り換 えて,ラ スベガス まで 2時間,正

味 12時間の空の旅 は始 まった。

ラスベガスでは,松井研 52年卒 の難波治之 さんが コロラ ドか ら,私の息子 ,

聡 がプ リンス トンか ら加わって,同行 は 8人 となる。

「ラスベ ガスでの国際会議 に行 って きます」 と言 う と,「 ラスベ ガ ス ?」 と

必 ず聞 き返 され る。 どうせ遊 びに行 くのだろう, ぐらいにしか思 っていない相

手 の顔 を見 るたびに,弁明に苦慮 したの も,前日までの ことである。

出掛 けてみて,な るほど, と一人納得 してみたが,帰国 してか ら,何故 ラス

ベ ガスで国際会議が開かれたか を,説明 しなければな らないはめになった。

ネバダ州のラスベ ガスは,正 に砂漠の中のギャンブルの街だ。

降 り立 った空港 ロビーに,ず ら一 っとスロッ トマ シンが並んでいる様 は,さ

すが音 に聞えた街,ラ スベガスである。

林立するホテルは,ネ オンでギ ンギラギンに飾 り上 げられ,1階全部がカジ

ノに仕立て られた様 は,初めて訪れ る我々の度胆 を抜 く。

だが,どのホテル も立派なコンベ ンションセ ンターをかまえている。それに

ホテル代が馬鹿安 い。我々の泊 った「 リビエラホテル」 は,朝食付で一泊 6千

円であった。だか ら,大きな会議 が ここ,ラ スベガスで しょっち ゅう開かれる

という。

ホテル代の足 りない分 を,カ ジノで吸い上 げる魂胆 なのであろう。 カジノや
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レス トランは, もち ろん 24時間営業である。真夜 中 まで,大変 な賑わ いをみ

せていた。

何 の産業があるわ けで もない。一寸街 を出れ ば,緑 も畑 もな く,乾いた黒褐

色の上 と,わ ずかな低木のみが散 在する荒れた砂漠である。ネオ ンに彩 られた

きらびやかな建物 だ けが,忽然 と出現 し,林立す る街 である。ダム建設のため

に州政府 より賭博 が公認 され,一大歓楽都市,ラ スベガスだ誕生 したのだ とい

つ。

郊外の砂漠の中に も,日本のパ チ ンコ屋 と同 じように,大規模 なカジノが姿

を見せている。車 で乗 りつけて,博打 にうつつを抜かすのであろ うか。

歓楽の この街 に住 まっている人 達 は,何 に生 きがいを見 出 してい るのだろう。

結局,ギ ャンブル に興味 を持た ない我々は,誰も手 を出 さなか った。

一見するところ,お よそ確率が悪 く,磨る人 ばか りの ようだ。

現ナマが動いてい るだけが,ス リルなのか も知れない。スロッ トマシンか ら

飛 び出すコインの音 が,チ ー ン,ジ ャラジャラ と鳴 るパチンコの玉の響 きにし

か聞 えなかった。



6
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「実験力学国際会議」

この国際会議 は 4年お きに開催 される。

6月 8日 ,月 曜 日,昨 日着 いたばか りで,街の中はもちろん,ホ テルの中 さ

えよく分か らないうちに,朝 8時か ら会議 は始 まった。

毎朝,専門会議の始 まる前 に,3人の招待 の先生の特別講演がある。松井先

生 は最初の 日だ。

前夜,会場 を下調べに行 った。 そこではチェスの国際大会が開かれていた。

先が見 えないほ どの大ホール に,一面にチェスのテーブルが並んでお り,興 じ

る人々の様子 にびっ くりして しまった。

だが,今朝 は整然 と会議室 が整備 されていて,緊張 した雰囲気である。

「Good Morning……」の開会 の挨拶で会議 は始 まった。

通訳のナジさん も,緊張気味 で表情が硬 い。

先生の講演 は,「力学の実証」 とい うテーマで,ス ライ ドを使 ってお こなわ

れた。

光弾性実験 で,ピ ラミッ トの王の間の話 に始 まり,流線梁,フ ラッ トスラブ

の応力の話 とつづ く。 さらに,モ アレ実験で耐震壁や軸カ ドームの話 を,理論

と実験 について述べ られ,実際 の建築設計への応用例 を示 された。

この理論の実証が出席者の興味 を引 き付 けるのだろう。会場 は静 まりかえっ

ている。お よそ一時間にわた った講演 は,割れんばか りの拍手で幕 となった。

休憩時間に皆 で遅い朝食 を とる。先生 は,開会直後の大役 を果た し,ホ ッと

した様子である。つ られて,皆 もリラックス して しまう。

朝の陽が さん さん と輝 くの を眺 めるうち,今か らグラン ドキャニオンヘ行 こ

う,と 衆議一決,早速出掛 ける手配 を始 めた。



1 実験力学国際会議  9

PLENARY SPEAKERS

Professor Gengo Matsui
Waseda University (Japan)

Monday, June 8, 8:00 am
Room B

Topic: "A Visual 
firff:fr,..:ilth,g 

Structural Design

Dr. Sia Nemat-Nasser
University of California - San Diego (USA)

Tuesday, June 9, 8:00 am
Room B

Topic: "Experimental Mechanics in Constitutive Modeling"

Professor Giuseppe Di Chirico
University of Cagliari (Italy)

Thursday, June Ll, 8:00 am
Room B

Topic: "Experimental Mechanics in Italy Today"

会場入日のポスター
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「グランドキャニオン」ヘ

グラン ドキャニオンは,ナ イアガラの滝 と並ぶアメ リカの名所の一つだ。 ラ

スベガスか らは小型飛行機 で行 く。アメ リカの観光地で遊 覧飛行機が落 ちる話

をよく耳 に していたが,今までそんな話 を聞 いても関心がなかった。だが,小

型飛行機 に乗 るとなると,大丈夫かな, と不安が頭 をかす める。

何 とな く気が乗 らなか ったが,意を決 して機上の人 となる。双発の飛行機 は

操縦士 を含 めて 10人乗 り。新潟～佐渡間 の飛行機 と同 じだ,と いう先生 の一

百が安心感 をうえつける。

いとも簡単 に,あ たか も車で も出す ように,飛行機 は飛 び上 った。

景色 はいいが,左右,上下 によく揺れ る。 ミー ド湖 を左 に見て,グ ラン ドキ

ャニオ ンに入 った時は,さ すがに眼下の景色 に夢中になったが,谷間の気流 の

せいか,揺れ も大 きい。

見渡す限 りの荒涼 とした峡谷,切 り立 った山肌は荒々 し く男性的で,茶褐色

の断層が折 り重なっている。 そして,限 りな く落ち込む谷が延々 と続 く。

飛行機 は,右に左に翼 を振 りなが ら, これで もか, これで もか, とい うよ う

に谷底 を見 せつける。

峡谷で切 りとられた台地 の一角に,未舗 装の滑走路が見 えはじめ,そ こに降

り立った。赤茶 けた土埃 りが舞 い,砂漠 の中の草原だ。

そこか らバ スに揺 られ,峡谷の分岐点へ 出た。そそ り立 つ断崖絶壁 に立 って

見下ろす と,足が疎む思 いだ。

果て しな く続 く峡谷 を望みなが ら,イ ンデ ィアン料理な るものの昼食 とな る。

とうもろ こしと, ミックスされた肉料理 で あった。私 には, とて も手の出 る代

物ではなか った。

一服 の後 ,飛行機 に戻 る。 また乗 るのか, と思 うが,帰 るためにはいた しか

たない。
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帰 りは一気 に湖の上 を越 え,ラ スベガスに戻 る。気流が安定 しているはずの

湖の上 で もよく揺れ る。

後方の眼下 にグラン ドキャニオ ンを望 み,遠 く前方 にラスベガスを眺 めなが

ら,やがて地上の人 となった。

降 り立 ってホッとす る。すばらしい景色 と,ス リルが楽 しい思 い出 として残

った。

6月 19日 ,帰国 した 日の新聞に,「グラン ドキャニオンで,10人乗 り小型飛

行機墜落 ,全員死亡,日本人乗客 はいない模様」 とある。

「エ ッ !」 と,声 も出なかった。

‐
|1畿

.‐撫 .

グランドキャニオンヘ

(6.8)
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6月 9日 ,火曜 日。

実験力学 国際会議の総会が,昼食 を兼ねて開かれた。 この会議 には 60人 ほ

どの日本人が参加 している。建築の我々以外 は,機械学会 の人達だ。アメ リカ

で開かれ る国際会議で,60人 もの 日本人が参加す る とい うこ とは,機械 の研

究者がいかに多いかを物語 るものである。

昼食会 は 500人 ほどの出席 で,広いホールの円形テーブルが,見事 にうまっ

ている。家族連れのグループ もいる。

フル コースの昼食のあ と,活動経過報告や,各種表彰が あった。

午後か ら, ミー ド湖 とフーバ ーダムを見学 に行 く。

飛行機 か ら見た湖 は壮大で,ダム部分が鋭 くえぐられているように見 えた。

その部分 は取水口である。 ミー ド湖 はコロラ ド河 を塞 き止 めた人造湖であ り,

世界最大の人造湖である。 その水 を利用 した フーバーダム は,落差 221m,底

幅 201m,頂 上幅 13.7m,長 さ 379mと い う大 きな ものだ。ダ ムか ら湖 は望

めない。

ダムの上 は幹線道路の ようで,観光バ スを含 めて トラックな ど,車の量が も

のすごい。

その ぅえ,ダム付近 は工事が盛んで,エ アーハ ンマーの槌音が鳴 りひびき,

騒然 としている。

そんな雰囲気の中にいる と,ダムエネルギーの大 きさを押 しつけられている

ような気が した。

夏の陽 ざしが強 く,気温 も高 くて暑い。 これはた まらない, と早々 に引 き上

げることにした。

明 日はロサ ンゼルスヘ行 く。 ラスベ ガス最後の夜 を日本 レス トランで過 し

た。
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「ロサンゼルス」にて

ロサ ンゼルスでは,稲門建築会 の人々 との出合 いがあった。

10日 ,水曜 日の夜 は,松井研 46年卒の杉 山克己 さんの家へ招 かれた。間組

で活躍 されている杉 山さんは,ロ サ ンゼルス滞在 を含 めて,外国勤務 が長 い と

い う。3人のお子 さん と5人暮 しだ。 ロサンゼル ス郊外の杉山 さんの家 でバ ー

ベ キ ユーパーテ ィーの もてな しをうける。

食 後 のデザー トに,大 きなケー キが出 された。「Happy Birthday Prof.

Matsui」 の文字 に,喚声 と拍手がわ く。7本の大 きいローソクと 2本の小 さい

ロー ソクに燈 をつける。

「ハ ピイバ ~ス デ イ, トウユー」 の合唱のあ と,先生の一吹 きで,パ ッ ト燈

が消 えた。 また喚声 と拍手。

「 こんなの,初めてだよ」 と,先生 も感激の様子。

杉 山さんの好演 出に浸 り,夜遅 くまで談笑が絶 えなか った。さすが は松井研。

翌 日 (11日 ,木曜 日),杉山さんに案 内されて,ユニバ ーサル・ スタ ジォヘ

イ子く。

ハ リウッ ドの近 くで,映画撮影用 のスタジォである。広大な敷地 に,映画の

セ ッ トがひ じめいている。観客 を楽 しませるア トラクションショーが,ぃ ろい

ろ催 されている。

この種の遊園地 は,お よそ私 には縁 がないが,先生 に とって も同 じであ ろう。

「ET」 の自転車 に乗 って,宇宙空 間 をさまようシ ョーに参加 した。先生 と

私 は,「ETっ て何 だ」 と話 し合 つて いるのだか ら,推 して知 るべ しである。

トライムライ ドに乗 ってのセ ッ ト見学では,地下鉄 の駅や, トンネルの中で

の地震体験,キ ングコングが現われた り,突然襲われる大洪水,落下す る鉄橋

を渡 つた りで,結構楽 しかった。だ け ど,遊園地 を歩 いているような ものだか

ら, くたびれた。

夕方,郊外のレス トランで開かれた,稲門建築会 に出席する。郊 外 といって
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も,ダウンタウンか ら 1時間 もハ イウエ イを走 った所 である。先生 と同級で ,

ロサ ンゼルスにいる,沢野瀞 さんの設計だ。

「vvellcoΠ le Prof. 、4atsui, waseda′r5rnon Kenchikukai」 てのメてき
'歓

~リーイ

ン看板が入口に立 ってお り,我々 を喜 ばせた。

ロサンゼルス在住の稲門建築 の出身者が 15名 集 った。我々 を加 えて 23名の

大盛会である。松井研 出身 は 44年卒の今井武彦 さん と杉 山 さんの 2人である。

海外 に長 くいる人が多かった。海外勤務 は華やかに見 え,憧れの的 と思われ

る。だが,海外要員 となって しまって,な かなか 日本 に帰れない。子供の教育

問題 な どをかか え,早 く帰国 したい, とい うのが本音 のようであつた。

海外 に勤務す る人の悩 み といった ものを聞か され,考えさせ られた。

この一週間のアメ リカ旅行で は,毎晩のように日本食であった。冷奴,焼鳥

といったおつ まみに,日本酒。最後の仕上 げは,寿 しか,そ ば,である。西海

岸 の生物 はとて もおい しい。

この夕 も日本食 の宴会で,刺身,寿 しにはじまり,おでん,ま であって,た

いそうな料理であった。ロサ ンゼルス在住の人達 も,会 う機会 が少 ないようで ,

三々五々,話に興 じ,夜遅 くまで賑やかな集いであった。

ロスアンゼルス

杉山邸にて松井研の会

(6. 10)

・:、ヨ

“

R
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松井先生を囲む橋門建築会  1992,6,11.bs Angeles"Sambi"に て
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おわりに

毎晩続 く宴会 と,時差の影響 で,私はす っか りくたびれて しまったが,先生

は何時 も爽快 の ご様子で,お元気であった。

帰国 されてか ら,直 ぐ佐渡へ,そ して,ロ シアヘの旅行の予定である とい う。

6月 12日 ,金曜 日,私達夫婦 と息子 は,別れてニ ュー ヨー クヘ飛 び,難波

さんはコロラ ドヘ帰 り,先生達 は帰国の途 につかれた。

本当に楽 しい一週間のアメ リカ旅行だった。
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7 School Stに et

Bethel,Conne(■ icut 06801 US.A.

(203)7906373 FAX(203)79044ア 2

June 18, 1992

Professor Gengo Matsui
4-5-10 Kamiohsaki
Sh i nagawaku
Tokyo, JAPAN

Dear Professor Matsui:

Aga'in, my thanks for your participation

0n beha'lf of the SEM Executive Board, I wish to express our
s'incere thanks for presenting a plenary lecture at the "VIl
Internat'ional Congress on Experimental l4echanics," held
June 8-'11, 1992 in Las Vegas.

Approximately 450 individuals partjc'ipated, which makes it
one of the largest attended congresses ever sponsored by SEM

We believe the excel'lent schedule of keynote 'lectures, such
as yours, contributed to the outstanding success of this
conference.

Best regards,

/@(J.;.
Kenneth A. Ga]'ione
Managing Director

KAG:cmk

c/ Executive Board



2。 松井源吾記念会の報告

藤 本 一 郎

ご挨拶

松井源吾記念会事業<松井賞基金募集>の活動に対するお礼と

その後の事業のど報告

秋 も深まってまいりましたが、皆様にはご清祥のこととお慶び申し上げます。

松井源吾先生記念の事業につきましては温かいご理解とご協力を賜 り感謝の外はござ

いません。各界よりお寄せ戴きましたご芳志は当初の予想を遥かに越えまして今後の活

動を支えるに十分な基金を設立することが出来ました。これには松井先生から戴きまし

た基礎 となる金額に合わせまして総額 6千 7百余万円となってお りますので、別添のご

芳名一覧をご高覧賜 りますようお願い申し上げます。心から感謝申し上げます。

既にご案内を差し上げたことではどざいますが、おかげさまで 6月 1日 、第一回の受

賞者 として川口衛氏・佐々木睦朗氏を選ばせて戴き、ホテルオークラにおきまして授賞

式 と披露パーテイを開催いたすことが出来ました。この式には多数のご参加があり、意

味深い会合となり、この賞にお寄せ戴いているご期待の大きさに感激を新たにいたしま

した。

現在の予定としましては、第一回の記念パンフレットを本年末までに皆様のお手元に

おとどけすることが出来ますよう作成の手配をいたしております。松井先生がこれまで

情熱を傾けられた学問としての建築の構造計画・設計とその実践を正しくご理解戴いた

後継者がこの賞によりより多く育成出来ますれば、誠に喜ばしき限 りでございます。

今後も永 くお力添えのほどお願い申し上げ、お礼ど挨拶 とさせていただきます。

松井源吾記念会

代表 藤本一郎

1991年 11月
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(平成 3年 10月 24日 現在)

整理には万全を期したつもりで
おりますが、万一、御名前、ロ
数等に誤りがありましたならば、
ど容赦のほどお願い中し上げま
す。またその際にはご連絡を頂
戴いたしたくお願い中し上げま
す.
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3。 第 1回松井賞受賞者にメグルを渡す会

―
 (92.5.19 雅叙園観光 ホテル)一



ｎ
ｖ

●
５

響い
111.



4 第 2回松井賞授賞パーティー

- 
(fr7tvzy-), 92.6.7) 

-



32



4.第 2回松井賞授賞パーティー  33



34

．メ
″・や

切



4 第2回松井賞授賞パーティー  35

‘
―

一

，

，

・
・



36

二次会 六本木



5。 聖イグナチオ教会の ドーム

坂倉事務所か ら,平面が楕 円の ドームの相談 をうけた。

早速,う すいゴム膜 に等分布荷重 を加 えた実験 を行い,そ の等高線 をモアレ

写真 に とった。 この形 に ドームを作れば,軸カ ドームになるはずである。

等分布荷重をうける膜のモアレ

聖イグナチオ教会 ドーム伏図
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軸カ ドームの リブは, どんな形で もいいわ けで,川崎 ミュージアムでは碁盤

の目とした。

坂倉事務所か ら示 された リブの伏図 は,大変 されいな曲線群である。 ミケラ

ンジェロが考 えた,広場 の舗装の模様が ヒン トだ とい うことである。

その後 ,『ルーヴル美術館 の楽 しみ方』 という本 をみていた ら,床の換気孔

によ く似 た模様の ものがあった。

これ らの曲線, どこかで見た ことがあるような気がす る。等角写像だ ろう。

『等角写像図集』 をたんねんに見た ら,つ いにあった。中心部 を除 けば,ほ

とん ど同 じである。

きれ いな模様 というの は,数学的な ものだ,と 思 った。

エ
テ
イ
エ
ン
ヌ

・
デ
ュ
ベ
ラ
ツ
ク
に
よ
る
版
画
　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
の

「
力

ン
ピ
ド
リ
オ
の
丘
の
計
画
」
全
体
図
、　
一
五
六
八
年
、
ウ
イ
ー
ン
、
ア
ル
ベ

ル
テ
ィ
ー
ナ
美
術
館
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長尾重武『建築巡礼一
ミケランジェ回のローマ』(丸善)よ り

カ
ン
ピ
ド
リ
オ
機
量
の
広
機
の
構
円
形
に
広
が
る
舗
襲

赤瀬川,熊瀬川『ルーヴル美術館の楽しみ方』(新潮社)よ り

■F



40

写 像 関 数 2=が 1+`)ξ :=ェ +,y, ,=/=1

複素ポテ ンシ ャル ″=tlog2-;log″ =0(■ ,y)十 :グ(r,y)

ハ      |

「

峠
¬

y

′

′

|

＼
＼

/
/

で/π

ヽ
(―ヽ)

メ

/
´

´
´

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

1

|

´
´ ―

~~
¬

たヽ¬°
爾

′ πヽ

、二■うブ
~

(|:ン
oイ

:,)
ヽ 、

、

/へ/ ヽ

本
レゝポ可

浦萌ブ
｀

諭ソズグら∠

ヽヽ 、′
7 、

/  /

r_ム、
/ヽ12ノ

/r2∴
) `ル′`

、/

(―朔
・̀

｀`
く/

馳進:イ

とメー件窃
ノ
｀
■与曇

/｀
//

ヽ __

|.、
112ノ

_^π 」
(1°

12ヽ
-41

〔注]( )(

(―
＼ヾ

//
―マじグ[イ

1    1シ4

'   /´
12

X/0~
＼

/
卜矢

|

′

≠

一　

　

　

　

　

　

，

可
―
燎―
旦

渡辺『等角鳥像図集』 (朝倉書店)よ り

/

熱`ゝ

/
/

/
）
′
ヽ
量

，

卜
Ｌ
Ｌ
丼

Ｆ

一
人

′
/

/

＼`
し/
ヽ

＼
ヽ

|

:、1-リ

ヽ
　
ノ
／

ゝ
＼

ゝ



6 南極の風車

関電工製作のビデオより

関電工にて基礎の組立実習

(90.9.3)

組立完了
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南極での風車組立

(91. 1. 10)

南極に出発の石沢氏 (右 )

を見送る高永氏

(90.11.14)

このビデオ 92.2.14 日本テレビで放映された

1ヽ薇弯‐.

IL｀
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極地風力発電冤

関
　
電
　
工

関
電
工
が
開
発
馘
作
し
、
自
極
の
あ
す
か
冨
地
で
試
験
運
転
さ
れ
て
い
る
極
地
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
が
、
運
転
開
始
後
一
年
を
経
過
し

た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
環
一鮮
昌
目
な
稼
働
を
続
け
て
お
り
、
自
極
に
お
け
る
口
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
“
寝
運
転
記
録
を
一墨
７
）呻
移
て
い

る
。
昨
年
一
二
月
か
韓
一無
・金
振
に
切
ス基
一え
ら
れ
、
一喬
一の
ヒ
ー
タ
ー
用
電
力
一筵
膝
Ｅ

て
い
”夕
』い
う
。
こ
の
間
の
一翠
一デ
ー
グ

墜

つ年
二
月
、
塵
醤
罰
一船

「―́
ら
せ
」
キ
ｇ
）に
日
本
に
募
２
蟄
驚
析
さ
れ
、
“鮮
辞
価
こ
曇
輝
嗜シ
ス
テ
ム
“零
あ
憾
響
」役
立

て
ら
れ
う

ン
に
な
わ
ｏ

こ
の
極
地
醸
力
発
電
シ
ス
テ
ム

は́
、
一
昨
年
二

月
に
「し
ら
せ
」

に
よ
っ
て
自
極
に
覇
ば
れ
、
観
測

隊
員
の
手
で
組
彙
挙
ヽ
・
据
え
付

け
が
行
わ
れ
て
、
昨
年
一
月
一
四

日
に
試
験
運
転
に
入
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
の
一蔵
置
個
所
は
自
躍
一

あ
す
か
）爾
一の
書
層
沐の
南
西
九

〇
厨
の
位
置
で
、
一喜
翻

御̈
盤
、

パ
ッ
テ
イ
占
業
体
（７
樹
コ
ニ

〇
所
（″
騰
Ｅ
●
０
藤
撼
Ｅ
設

聟
Я
〕て
い
る
。

運
転
は
極
め
て
順
調
に
進
み
、

最
大
三
計
照
り
整
窒
に
成
功
す
る

と
と
も
に
、
観
一響
姜

れヽ
て
い
た

耐
風
性
、
耐
塞
件
に
つ
い
て
も
最

大
瞬
間
風
凛
三
七
・
四
＝
、
最
低

気
温
マ
イ
ナ
ス
〓
七
・
〓
壺
＾
ヽ

ザ
ー
ド
の
中
で
塾ヽ
吾
霧
ぞ
、線
働

し
て
い
る
と
い
う
。

順
調
な
試
験
運
転
に
よ
っ
て
、

一
れ
ま
で
の
目
だ
お
け
會
男

発
電
シ
ス
テ
ム
の
曇
員
通
伝
認
鎌

で
一安
商
三
カ
月
こ
命
に
目薪

し
、
一四
日
で
ま
る
一年
が
経
過

し
た
。
塞
鴫
こ
輌
蹴

一が
ヽ

目

向
・
風
澪
ザ
レ
ー
ド
の
た
つ
く

ナ
セ
ル

（３
竃
機
の
収
納
カ
プ
セ

ル
）の
振
動
な
か
ヽ
シ
ス
テ
ム
の
部

材
２
霜
循
強
層
に
関
一ス
一デ
ー

タ
の
収
集
磁̈
銹
嬌
れ
て
童
に
。

昨
年
一
二
月
に
は
、
観
測
隊
員

が
昭
和
墓
地
に
移
動
し
て
、
あ
す

か
基
地
は
無
人
体
制
と
な
っ
て
い

る
コ
」れ
に
伴
っ
て
シ
ス
テ
ム
は
、

サ
仁
ィ
ー
ド
■
ヽ
バ
ッ
テ
”
マ
ー
の
一父
換

を
行
っ
て
無
人
運
転
に
切
り
書
え

ら
れ
た
。
今
後
約
一
年
間
は
発
電

を
続
け
な
が

，Ｒ

轟
地
や
設
備
の

ヒ
ー
タ
ー
日
電
力
猛
溢
甲
る
手

定
に
な
っ
て
い
る
。

国
製
ノー
タ
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
″に
収
納
さ
れ
、
今
年
二
月

に
「レ
つ
て
」
で
帰
南早
る
。
関

電
工
一ド
一デ
ー
名
ｐ
裏
χ
冷
鮮

し
い
解
ｆ
こ
、
設
計
の
辞
価
・
検

討
を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
技

術
確
立
を
進
り
０
こ
と
に
し
て
い

最
長
運
転
記
録
を
更
新
中

る

92.1.16電気新聞
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中学か らの親友,寺島航平君が昨年亡 くなった。

随分前に,彼か ら,帝国 ホテル は「チーズ」を敷いて,そ の上 に建てたって ,

本当か と聞かれた。彼,京大文学部出である。 そんなことないだろうと,軽 く

答 えた。

先 日, この こと思い出 して,ふ と心配 になった。

明石信道先生 の名著 『旧帝 国 ホテルの実証 的研究』 (先生 は この研究で建築

学会賞 を受 けられた)は,大き くて厚い立派 な本である。 この本 ,よ み返 して

みた。

ボー リング結果か らみる と,杭は短 く,支持層に達せず,粘土層 どまりであ

る。 この粘土層 を,ラ イ トはチーズ層 と呼んでいたのだそ うだ。

ライ トは,水に浮ぶ船の ように,こ の建物 は,チ ーズに浮 べ るのだ,そ れが

耐震的である と考 えたようである。

それか ら,各ブロック,皆エキスパ ンシ ョンなのである。船 でな く,筏だ。

ライ トは,6年間 も地震の Studyを した と,自著に書いてあるそうだが,ど

んな Studyを したのだろうか。

ともか く,寺島君に,正確 なチーズの話が出来なかった こと,残念である。

あの,ひ どい建物沈下 は,明 らかに粘土層の圧密沈下である。

田中輝明君の話 によると,ラ イ トの作品 を壊 したのは日本 だけだ と,しか し

旧帝国ホテル は,壊したのでな く,壊れていたのを片づけただけである。
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20年 ほど前 に,「船の科学館」の構造 を担当 した。施 主の船舶振興会では,

造船の技術者の重役,太巻 さんが担当。大変真面 目な人であった。頑固な老人

と,皆敬遠 していた。私 は半 日,太巻 さん と,船 と建築の構造の違 いを話 し合

って,よ く判 っていただいた。以来,私を信用 して くれた。私 と全然関係のな

い建物で も,現場主任が,太巻 さんにいわれた といって,振興会 の建物現場 を

見 させ られた。それ らは必ず,間違 っているか,おか しいか,な のである。技

術 というものの共通性 を感 じる と同時に,私への信頼 を感謝 した ものである。

先般,木島君の村野賞受賞パーテ ィーは東京湾一周の船上であった。帰 りは

「船の科学館」のそばを通 った,音を偲んだ。

tl

ll



8。 佼成学園高校の体 育館屋根

膜実験,モアレによる等高線
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長方形平面の屋根である。膜実験 によって軸カ シェルの形 を求め,こ れに近

似 した屋根構造 とした。

シェルの開 きどめについて,実験的な考察 を行 った。

開きどめのつなぎ材

実験 はすべて,林順司君 による。



9.第 一早稲 田高等学院 クラス会 な ど

育i田各

去 る5月 29日 には、好天に恵 まれた内に稲渓会 を開催
す ることがで きま した。定刻の2時 半過 ぎまでに杉 山先
生 を含 め13名 が名古屋駅 に集合 し、小 畠君のご尽力 に
よ り川鉄の豪華 なマイクロバスで、 目的地 まで1時 間半
の ツアーを楽 しむことがで きました。

川鉄 の師崎寮 は、知 田半島の最南端師崎港 を眼下 に
臨 む高台の上 に、小 畠君が半田工場長時代 に建 てた研
修所 であ り、ホテルなみの素晴 ら しい建物で した。宴
会後 は12時す ぎまで皆 カラオケに興 じ、学生時代 の若
さに戻 ってお りま した。

欠席 の皆様 には、研修所屋上 な らびに宴会場 での集
合写真 を記念のためにお送 りします。

次 回開催の節 は是非 とも出席下 さい。

/タタ/Z「
`ガ

ノ/E

以上報告まで

幹事 村上 泰

追伸

当 日 出席者氏名

杉山隆二先生 (〒 177練馬区石神井台 8‐ 22‐ 5‐401

TEL 03‐3978‐ 0490)
大河内麒一   福島 健重

小 畠 賢介   増田 広直

倉本武二郎   真隅 孝敬

佐久間正之   八代 孝

佐藤 寛二   山川 茂

関 平司   村上 泰
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・》.: S

体調が悪 く, この クラス会欠席 した。

吾 々の学院入学 は昭和 13年 (1938年 ),修了 は昭和 16年 (1941年),今年

(1991年 )は修了 してか ら 50年に当る。

学院 は,A～Jが文科,K～Pが理科の クラスであ る。学部 に進 む と,機械 ,

電気,建築 な どに別 れ るが,学院で は理科 というこ とで一緒である。私 は K

クラスで あつた。Kク ラスで建築 に進 んだ人 は,安東,海野,佐藤,村上 の

諸君である。

クラスの名前,稲渓会 の渓 は Kの あて字である。 クラス担任 は,地質学の

杉 山隆二先生であった。
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先 日,河盛好蔵先生 の 『フランス語盛衰記』 を読 んだ。

河盛先生の御長男,河盛良夫君 は私の弟子である。 (昭和 35年卒,大

林組 )

上林暁氏の御長男,徳広育夫君 (昭和 32年卒,鹿児島大学教授)の

紹介である。

お父 さん同志 が友人であった。

この本 によると,『 キ ュ リー夫人伝』の翻訳 は河盛先生 の企画で,共訳 され

た ものだ と,は じめて知 った。大変売れて,奥様 は検 印で手の平が腫れた とい

うことである。

吾々が中学生の頃であ る。

学院 1年の時,杉山先生が,入学試験の口頭試間の話 をされた。最近読 んだ

本 を聞 くと皆 『キュ リー夫人伝』である,感想 を聞 くと,研究 に苦心惨愴 して

いることと。吾々研究者 は皆,苦心惨愴 している,キ ュ リー夫人 の え らいの は,

ノーベル賞 をもらうような研究をした ことである。

杉 山先生の 50年以上 前のお話,こ の本で思い出 した。

i自 言己

92年 4月 10日 ,雅叙 園観光 ホテルで,松井研 OB会で,杉山先生 に「地質

と建築 」の講義 をしていただいた。

50年前の杉山先生

(学院のアルバムより)

杉山先生と (92.3.3 都ホテル)

て

`



52

杉山先生の講義 と

パーティー

(92.4.10

雅叙園観光ホテル)
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10.佐 渡 中学 クラス会

クラス会のすすめ

お元気ですか ,

洛陽の知己多 く鬼 となる。
一

なん と云 って も懐か しく忘れが たいのは,若

い頃の友人達であ り,暮夜一人 目覚 める時,思い浮かぶのは,あ の獅子ケ城 で

会 った誰彼である。

あの頃,佐中には,ま だ 自由主義の名残 りがあったがすでに激 しい とは云ヘ

ぬ として も,満州,中国の大 陸では銃火が飛び交ひ,天皇機関説 ,二・二六事

件 も田舎の中学生の耳 にさへ聞 こえて きた りした。故郷の島で家業 を継 ぎはじ

めていた者 も,上級学校へ進 んだ者 も学徒出陣の半年前,否応 な く繰上 げ卒業

が行われ,青 く,暗 く,重い越佐海峡 を渡 り,憲法上の義務 によって兵役 に服

することとなったのであった。 自由 も学問 も,そ うして愛 さへ も断ち切 り,あ

の戦争の大義 を信 じ,口 に くわ えた煙草 を海 に投 げ捨てたので あ る。煙草 は見

るまに波間 に消 え沈んで行 く,そ れ と共 にその時,私達 は,何 ものか を捨 てた。

私達の青春
―

それ は郷愁 と云 った ものではない,そ れ以上 の胸痛い何かで

あったのだ。

やがて銃 を とった私達 は,北海の極 み,南涙の果の,空,海,陸,で戦火 を

くぐり,そ の戦場で多 くの友人達 を失 っていった。名 もな く壮絶 に戦死 した彼

等への想 ひは生 き残 った側 の者 には,年令 に相応 していよいよ深 くなって行 く。

これは感傷 な どとは,お よそ遠 く,彼等の沈黙 は限 りな く重い。

戦争 は終 り,た また ま生 き残 った私達 はやせ衰へ,やつれ果 て,汚れ切 った

軍服 を身 に して夢 に見た祖 国へ帰 りついたのであったが,そ こには心 も姿 も破
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壊 された荒涼たる故郷があった。そこか ら耐 えねばならぬ苦 しい日々が始 まっ

たのである。私達 は自らをはげまし努 めて きた。現代 は飽食 の時代 と云ひ,経

済大国だ と云ふ。だが戦後 日本の繁栄 は,誰で もない私達世代の涙が作 り出 し

た ものだ と思 う。だが この間 また また多 くの友人達が失 くなって行 った。中学

卒業以 降再会の機会 を全 くもたなかった者 もいるし身近かに助 け合 っていた者

もいる。思へば哀惜の情 まことに浅か らぬ ものがある。

ともか くも,私達 は今 日まだ生 き得,不思議 にも人の子の親 とな り祖父 とな

った。 (あ の君がお祖父 さんか )。 「男 は世界が 自分だが,女 は自分が世界 だ」

と云 ったのはゲーテであるが,言わば思 ひが けぬ運命 によ りめ ぐり会ひ結 ばれ

た一人 の女 によって私達 はその後の人生 を決定づけられた と云 はば云へ る。彼

女達 は,ひたす ら我々の家庭 を守 り,子 を育て,勇気づけ,は げまして人生の

晴れ曇 りの時々を共 に歩みつづ けて来 て くれたのだった。得意の時 も,失意の

時 もその まなざしをうけなが ら,私達 は歩 みつづけてきたのである。 きらびや

かな華 やか さはなかったか も知れないが,哀歓のさまざまを共 にしてきた筈 で

ある。 (そ れゆえ今度 は,ぜひ同伴 して きてほ しい。)

以上 ,い ささかの感懐 をのべてみた。

「若草萌 えしく」獅子 ケ城 の生徒控所裏側 の桜の老木,老松,蒼空 に立つ金

北 山,なだ らかな小佐渡の山々,青 くけむる国仲平野,曲流する石田川,遠 く

青い真野湾,河原田の町の甍,こ う書いていると,あの時あの丘で眺めた光景

が鮮やかに胸 によみがへ って くる。チコク坂,富士権現,談義所,八幡堤,い

づれ も心の どこかにチカチカ ときらめいている想ひ出の数々ではないか。

あの 自然の中で くりひろげ られた私達 の青春前期 とも云へ る生活
―

檄文 ,

慨嘆演説  ヘ ビ 応援練習,花の三校競技 (赤 は相中,緑は佐農,そ うして紫

深 き母校佐 中),水泳大会,武道大会,マ ラソン,角力大会,金北登 山,模擬

演習,寒げい古,試胆会,試験 ,そ して,フ カフカの甚平 まん じゅう
一

。 こ

れ らの想 ひ出の断片の中に,ゲー トル,素足,足駄 ばき,ひ もを長 くして片肩

か らぶ らさげるカバ ン,S中 の汚れた帽子 をア ミダにかむったニキビの君が ,

俺が,登場 して くる。彼等 には,彼等の憂 うつ,不安,迷ひ,悩み,があった
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が昂然 と眉 をあげてのぞむ憧れ,の ぞみ,希望が,そ れ らを蹴散 らか していた

のであった。

仲太 をはじめ,ジ ヨンさん,パー,チ ヨンキイ,ビル さん,ち んさん,オ ツ

ツキ,ギター,マ キさん,チ ンテイ,カ ニ,ウ マ,タ イゾー,懐か しい旧師 も

思へば今 の私達 より勿論若かったのだ。 その彼等の風貌,言動 について も語 り

合 いたい と思 う。

青天限 り成 し

人間 い くば くの時ぞ

土 を積 んで山 とな し

山を重ねて嶽 となす とも

かの蒼 たるものはこれ天

笑 うにたえた り人間のい となみ

一壺の酒一折の飯

至楽 なか らんや

悠々た る天地

自雲閑 な り

誰かの詩である。獅子 ケ城 を去 って,ほ とんど五十年が経 って しまった。志

を得 た人 もあろう。。 コ ト志 と異なった人 もあろう,それぞれ様 々な時間 は去

った。だが,そ れ もあれ も,今 となっては,みな「歌 うにたえ」 たる「人間の

い となみ」であったのではないか,ま さに,「蒼たる ものはこれ天」である。

さもあ らばあれ,「一壺の酒」「一折 の飯 」によって故人 を偲びた とえ共同幻

想であ る として も,昔 日の少年の 日や近況 を互いに語 り合お うで はないか。人

生の苦楽 ,悲喜 を共 にした夫人達 もまた共 に
一

佐渡 は,獅子ケ城 は今 も君 を

待 っている。

で は,拝眉の上で万々

平成四年五月十 日 東京

佐渡

森川

福嶋各位殿
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佐渡中学38回卒合同クラス会 (92.6■4 佐渡 椎崎)
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翌 朝



11.ボ ジヤンスキー氏か らの礼状

ANDRE WOGENSCKY
ARCHITECTE URBANlSTE・ ARCHITECTE EN CHEF DES BATIMIENTS CIVILS E「 PALAlS NAT10NAUX

24 RUE NUNGESSER ET COLI‐ 75016 PARiS‐ TEL(1)46037828‐ TELlCOPIE:(1}4604.1170

Paris, le 28 juin 1S90

Monsieur Gengo MATSUI
c/o Monsieur Hiroshi HASEGAWA

Cher Monsieur MATSUI,

Mon ami Hiroshi HASEGAWA vient de m'envoyer de votre part un exemplaire de
votre lMrc "Fringer : a visual approch to the understanding of structures".

Je suis trEs touch6 par cet envoi et le tiens a vous en remercier trds vivement.

Je vais le lire. Vos recherches et vos id6es m'int6ressent 6norm6ment' Je les
comprends par intuition. Et ce qui me parait merveilleux Cest qu'elles sont en parfait
accord avec mes id6es @ncernant l'esth6tique. Elles les completent'

ll ny a pas de contradiction entre la r6sistance des struc'tures et les formes que nous
trouvons belles.

Crcyez, Cher Monsieur lrIATSUl, i mes sentiments d'admiration et de grande
sympathie.

Andr6 WOGENSCKY

ヽ
‐

‐

１

ヽ

／４八人

′

′
ハ
′

淑∩
い
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12。  ロバー トソン氏|か らのネL状

LERA
leslie E. Robemn Asseiaes
Consulting Smctunl Enginen

21l East`%th S¨ d
Nα  Ъ薇,NY l∞ 17‐

""
Ъl:(212)7ま卜SuЮ

Fax:(212)7m― ∝υ

15 June 1992

File: LER

Willim J. Fasche
lelie E. Robemn
Saw-Ten See

Richard Zoola

Prof.  Cengo Matsui
waseda University
Tokyo′  JAPAN

Dear Prof. Mat.sui:
From time-to-t.ime various persons from Japan have sent to me copies
of your books. Perhaps you will remember that Yutaka Kamiya of
Shimizu Corporation forwarded to me a copy of your book 'rringes' (it
was, as I xecall in the spring of 1990) . Earlier t.his year the
architect Kiyonori Kj-kotake sent to me a copy of your earlier book
'Introduction to Structural Design in Architecture'..,perhaps the
second or third copy that has come my way. But best, the architect
Sadakazu Yoda sent to me both 'Fringes'and 'wood Joints in C-lassica-l
Japanese Architecture'....the latter, particularly, I found to be
extraordinarily interesting.

Perhaps, for those able to read Lhe kanji, hiragana and katakana, it
is easy to come to grips with the intricacies of these wood joints.
lloweverr for those of us unable to do so and interested in the manner
in which various materials are connected. this book by you and by
Torashichj- Sumiyoshi is very important.

Perhaps you understand that I am a designer..,.that I know 1itt1e of
business or of management, As an engineer, f strive devotedly to
attain the objectives of architecture. My structural designs are the
resolution and the expression of how I interpret the requirements of
rhe archicectural task.

I believe strongly that Design starts with the details. That is, j-n
my view, the details are the very essence of the design, whether or
not seen in the completed work. The details, then, are the special
sol-ution of the total design, but given .j-n parts. Architect.s,
engineers and craftspersons alike wilI truly understand the totaf
only by tracing the details. Indeed. I am engrossed in detail and
find t.hat the systems for the structure flows therefrom.

Paulん Asp,El■neた Casdlam,W John Pじ 鰤,Daruel A%sil
John D.H01lyday,MOn“ V.SvO,Sik
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LERA
Prof. Gengo Matsui Page 2 16 June 1992

Perhaps you have recognized in the Bank of China Tower much of this
approach to design:
.. The center colum of the tower, perhaps reflecting in some manner
the way in which the center col"umn of the traditional five-roofed
pagoda is detailed, does not come to the ground.
.. The development of a space frame from plane frames of structural
steeJ- is associated completely with the detail.

It is true that this letter is over long. Still,, I was so struck
with the clarity of the thouqht and the importance of the
documentation, all as is containecl in ,Wood Joints -ir C_las-qjca-Z
Japanese Architecture' that I coul"d not help but come to you in
appreciation of your writings.

Please convey my appreciation to Sumiyoshi-san.

Best personal regards,
LESLI} E. ROBERTSON ASSOCIATES

l.-
/ lv

,{-ea.r-" 
t* .,'/ 

z',v'-'--'t'
Leslie E. Robertson
LER / l-e r

P.S. This letter will be sent first to Kamiya-san for forwarding to
you. Alas, your address is not with me.

Also, the Little book 'a Reverence for Wood, by Eric Sloane,
published in 1965 or thereabouts, tells something of the working of
wood in early American l-ife. By no means can this rustic handl-ing of
wood be compared with the sophisticated jointery of the Japanese
craftsman, but the love of wood must rest deeply within persons from
both of our conntrres, t.Infortur)ateLi., I lcancd nj: .opjr of thrs back
just one time too many....so that I have not a copy to offer to you.
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1992年 6月 15日

松井源吾先生

早稲田大学

東京、日本

松井源吾先生

今までに、日本の様々な人から先生の本を送って戴きました。ご存知でしょうが、

清水建設の神谷豊氏が、確か1990年の春頃に先生の Tringes"を 送って来ら

れました。今年の始めには、建築家菊竹清訓氏が先生の初期の本 “IntЮduction

tO structural ttsitt in Architecture"の 多分 2版か 3版を送って来られまし

た。しかし素晴らしい事に、依田定和氏から Tringes"と 岬ood Joints in

classical Japanese Architecture"(木 造の継手と仕口)の二冊を戴き、特に

後者は私にとって、とても興味深いものになりました。

おそらく、漢字やカタカナ、平仮名を読める人にはこうした木組の複雑さは簡単

に把握できるかも知れません。しかし、我々、そうした事ができないものにとっ

ては、先生と住吉寅七氏による様々な木組を取り上げた本は非常に重要なもので

す。

多分、先生はわたくしの事をデザイナーと思っておられるでしょう。事実、ビジ

ネスやマネージメントの事は余り良く知りませんが、一人のエンジニアーとして

建築の目指すもののために精一杯っくし続けてきています。私の構造設計は建築

そのものが持つ役割に対して求められている事をどう解決するかを表現すること

であり、答える事であると考えています。
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私は、設計はディテールから始まると堅く信じています。例え完成時に見えなく

なってしまおうとも、ディテールこそが設計の本質であると私は思っています。

と言う事は、部分的なものであっても、ディテールが設計全体に対する特別解で

あるといえます。建築家や技術者そして職人は皆同様に、ディテールを通してで

なければ、全体を本当に理解できまません。正直なところ、私はディテールとそ

れから生まれてくる構造システムを見出だす事に夢中になっています。

中国銀行でも私のデザインヘの取組み方を感じられたかも知れません。

・̈ タヮーの中心柱は地面にまで繋がっていません。おそらく、これは

五重の塔の詳細に影響を受けています。

・̈ 構造鉄骨の平面フレームを立体フレームヘ展開したときも、ディテ

ールと強く結び付いています。

少々手紙が長くなりましたが、 “I∞d Joints in Classical Japanese

Architecture"に 載っているすべての重要性と考え方の明快さに私は驚嘆させら

れ、先生へ感謝の念を現す事を禁じ得ません。

住吉さんにも私の感謝の辞をお伝えください。

Leslie E. RobertsOn AssociateS :事 務所

Leslie E- Robertson

追伸 :

この手紙は、神谷さんから届けて貰います。何と私は先生の住所を知らないの

です。

それから、1965年頃にEric Sloaneの 書いた 'a Reverence for Tood"

(「木」尊敬)は米国初期の木の使い方についておもしろい内容が書かれてい

ます。日本の洗練された 木組と比べれば大変粗野なものですが、木を愛する

人の心に、日米の違いはありません。私の本を貸してしまっていて、お送りす

る事ができず、残念です。

(神谷豊訳)
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LERA 211聰t“ th Street

New Yo熊 ,NY l∞ 17-2989

TeL(212)7m‐ ∞∞

Fax(212)7m― ∝炒

Tcslie E- Robercon Assmiates

Consulting Smctuml lingineero

WiublI F"出 m
L“lie E.RobensOn

Saw―Teon Scc

Richa:J Zdola

6 JuIy, L992

File: LER

Prof. Gengo Matsui
4-5-10 Kamiousaki
Shinagavra -ku
Tokyo 141, Japan

Dear Prof. Matsul:
The beautiful book arrived, showing thj-rty four years of wonderfuf
buj-ldings and sLructures. AII engj-neers musl be envious of your
remarkable works and of your energies j-n writing on matters of
importance to the community oi design professionals.

The writing, particularl-y, stirs within me thoughts of the delight
having the discretionary time needed to create books and papers....
own life being all too fu11 of the needs of others so as to aflow
little time for myself. Vlhen I was younger, rrery much younger, I
wrote a few sma1l books for the minds of children; it was great fun

my

for me and, hopefully, enjoyable for those few children who read
them. Sti1l. for you, ir must remain extraordinarily exciting, this
writing of books for others.

Afso, as my eyes turn over your book, the heart aches because of my
inability ro wrj,te and Lo speak the Japanese. I have tried so very
hard.....but I cannot learn even a little.

Best persol:a■  re9ards

LESL13 E. R9′ B,ERTSON ASSOCIATES

I鶉 ″
■」ヽs■ ie´ E. Robertson‐

LER/■

STS

Paul A Asp,Elane A.CastelbO,W JOhn Pngh,Da市 el A%sil

John D.HOllyday,MOnica V Svo,sik
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LERA

Leslie  E.

Oonsulting

Robertson Associates
Structura I Engineers

1992年 7月 6日

松井源五教授殿ヘ

松井殿

34年間の素晴らしい建物や構造物を紹介する一冊の美 しい本が届きました。
貴殿の興味深い作品及び業界にとって重要な課題について書き続けていらっしゃるその
エネルギーはどの構造専門家にもうらやましく思われるに違いないでしょう。

皆の事で忙 しく、なかなか時間が作れない私は本あるいは論文を書くのに対 しましては
特に熱い関心をもってお ります。

昔、若いときには私も幾つかの小さな子供向きの本を書き、それはたいへん楽 しいこと
でした。読んでくれた子供達も喜んだで しょうか。。。貴殿にとっては自分の書物で皆
を楽 しませるのは今でもとてもよい刺激になっているで しょう。

又、貴殿の本を視ていますと、何故私には 日本語が分からないのかと思い、悔 しくなっ
てしまうのです。一生懸命勉強したかったのですが、少 しもできません。

心から宜しく

Lesl ie E. Robertson

(ナ ジ ヤーノシュ 訳 )
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ニューョークのマンハノタンの南端のサウス・フェリーからスタンテン・アイラン

ドにむかうフェリーからのマンハンタンの景観は、右に自由の女神を、左にヴェラザ

ノ・ナローズ橋を,後ろに超高層近代建築のスカイ・ラインをのぞみ、ニューヨーク

の象徴であるといえよう。そのスカイ・ ラインにひときわ目立つ双子の摩天楼ワール

ド・ トレー ド・センター (｀VOrid TradC Center, Archtects: MinOru Yamazab and

AsOciates;Emery Roth&So¨ ,1974)は ,設計者の一人 ミノル・ヤマザキが日系人

であり、その鋼材の一部が日本から輸出されたものであることから, 日本人にアメリ

カの建物で最も知 られているものである。その構造設計者ロバー トソン (Leslc E

Robenson)は、最近では1973年 の高層会議での講演などで, しばしば来日し,ア メリ

カの構造技術者では日本でなじみ深い一人である。

望月,石田著『現代世界の構造デザイナー』p■ 84

“

,一 口    〈0●●●0■●
'…

,

_●―――●■●墨
'議

 `●菫,Vて,― ′

日経アーキテクチュア 1990.611



13。 能勢事務所研究報告会

NCE 第 3回 研 究 報 告 会

日   時  : 平成 3年 11月 9日 (土 )

場 大阪駅前第 4ビ ル TOWA りぶホール

講 演 者 早稲田大学名誉教授

松 井 源 吾  氏

講演テーマ :

内 容

「建築構造の設計と研究」

1)設 計 か ら研究へ、更 に設計ヘ

2)設 計 か ら研究ヘ

3)研 究 か ら設計ヘ

4)実 験 に よる設計

5)歴 史 と力学

講 演 時 間 15:00～ 17:00

会

G→  有旨 参蓼 反垂菫自饉 イ聟::選彗 石刀i多宅:戸斤
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★悩むのが好き

「実際に構造設計をやってみ
ると、理論との距離の大きさに
驚いた時代があった。それでサ
ッパ リ図面が書けず、10何年も
新宿で飲 んで

い た 。 と に か

く、なにをや
つたらいいか
わか らず、落
ち 込 ん で い
た。

それで居直
つたら、その
距離がちぢまつた。すると数学
も力学も レベルを ｀

落とす、と
設計に近づくことがわか った。
それから居心地がよくな って論
文審査もどしどしやった。これ
まで25人博士にしたが、うち 3
分の 1は僕のアイデアだ。

僕 の ことを退官 した とい う
が、早稲 田大学は私学だか ら退
職だ。それに、いろいろなこと
に悩まない人は好きではない。

甲 響 調 網 大学を
｀
退職、し、

松井源吾賞をつくつた当の松井
源吾氏の構造談義である。

撻ヨ 言己

これは「建設通信」の コピーで能勢善樹 さんか ら送 られて きた。能勢 さん ,

私の講演の前 に,こ の記事 によって私 を紹介 された。

この新聞 に「談義」の記憶がない。少々違 っているが,第 1回松井賞のパー

ティーでの私 のあいさつ に似 ている。多分,そ れ による もの と思 う。91年 6

月上旬の新聞であろう。

昨年退職 は間違いで,今年退職である。

涌
ど
ご
驚
ガ
ろ
が
・や
ヽ
メ√

ド



14.西 谷章著『鉄筋 コンク リー ト構造入

門』の序

竪神参σ)こ と|」:

鉄筋コンクリー ト造は,そ の耐火,耐久,経済性等の長所のため,わ が国で最 も普

及している構造である。われわれが学生の頃は,こ のほかさらに,耐震, と習ったも

のである。

1948年 の福井地震における,鉄筋コンクリー ト6階建の大和デパー トの崩壊は、

鉄筋コンクリー トでも壊れるのかと,世人の注目を集めた。戦後す ぐの頃であるか

ら, 当時の鉄筋コンクリー ト造は戦前に建築されたものであって,数 も少なかった。

この地震では,木造建築の倒壊が多く,多 くの死傷者を出したが,こ の建物以外の鉄

筋コンクリー ト造は,ほ とんど被害はなかった。この建物のす ぐ隣りの,壁の多い 3

階建の銀行がビクともせず健在だったことは印象的であった。

1968年 の十勝沖地震では,木造建築は被害がなかったに もかかわらず,最 も安全

と考ぇられていた低層の鉄筋コンクリー ト造が多くの被害を受け,建築関係者にとっ

て大 きなショックであった。 もはや戦後 とはいえないこの頃,東北地方には多くの鉄

筋コンクリー トが建っていた。被害を受けた建物の数は,全体の約 1割に過ぎなかっ

たのである。

当然のことながら, これら地震で被害を受けた鉄筋コンクリー ト造は,そ の設計 ,

施工について詳細な検討が行われた。その結果,たいへん厳 しい耐震の規定がつ くら

れた。おそらく世界一厳 しいのではないかと思う。 したがって,わが国の鉄筋コンク

リー ト造は,「耐震」といっていいのである。

私は,昨年,こ の本の著者・西谷章さんに代わってもらうまで,30年 あまり,早

稲田大学建築学科で鉄筋コンクリー ト造の講義を担当した。

担当を命ぜられて, 当時出版されていた鉄筋コンクリー ト造の本を調べた。ところ

が, どの本 も教科書にする気がしない。そこで, 自分で新 しくノー トをつくって,そ

れに基づいて講義をした。

その後数年たって,私の弟子が,あ る大学で鉄筋コンクリー ト造の構造を教えると

いうことで,私のそのノー トを持って行った。当時,私は, ノー トの内容をもう暗記
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していて不要であった。このノー ト,次々と弟子たちの間に波って, とうとう返って

来なかったのである。

このノー トの内容を本にしておけばよかったのであるが,当 時の出版事情は厳 しい

ものであった。1972年 に F建 築構造計算入門」という本を書いた。この本の鉄筋コ

ンクリー トの項に,私のこのノー トの一部を掲載した。

そのようなこともあり,こ のたび,西谷さんに鉄筋コンクリー トの教科書を書 くこ

とをすすめたのである。

私は,本書の監修者の役割として,本書のグラ刷 りを通読 した。全体を通 して感じ

たことは,私が執筆を依頼されたら, この本に似たものを書 くだろうな, ということ

である。

初めに,両方向 1スパン,平屋建の建物を仮想 し,以後,すべての部材の計算例を

この建物について行っている。これは名案である。通常のテキス トでは,梁,床,柱

等の部材の計算例の数値は勝手に決めて,お互いに関連がない。本書では簡単な一つ

の建物についてであるから,そ れら部材間の関係が明らかであり,わ か りやすい。

私もかつて,『建築構造計算入門』で,実際の建物の一部を取 り出し, これに似た

方法で計算例を示 した。 しかし,こ の本はある程度の知識のある読者が対象であっ

た。実際の建物 というのは複雑である。初学者に対 しては, 1ス パン,平屋 というの

はうまい方法である。

本書の著者,西谷さんの文章は平易で,読者は親 しみを覚えることだろう。正に語

りかけているようである。 しかも,耳 にここちよい。ちなみに,西谷さんは神田の生

まれである。

勉強した本というのは,一生座右におくものである。本書は,多 くの読者を得るこ

とと思う。版を重ねるにしたがって,第 6章の例題, 3, 4, 5, …・・と, より複雑

な建物の例を次々と載せていってもらいたい。座右にお く人のために。

1992年 4月

松井源吾
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16。 ク リスマスカーード

ク
リ
ス
マ
ス
と
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

高
校

一
年
の
娘
、
今
日

（十
五
才
）
は
仮
免
許
を
取
り
目
下
、
本
免

め
ざ
し
て
特
訓
中
。
神
明
中
学
最
後
の
体
験
入
学
、
英
国
旅
行
で
見
聞

を
広
め
、
ダ

ニ
エ
ル
高
校
文
芸
部
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

東
京

ｏ
ロ
ン
ド
ン
と
リ
サ
ー
チ
研
修
の
夏
を
過
ご
し
、
ク
レ
ム
ソ
ン

大
学
で
の
教
育

。
研
究
、
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
補
習
校
の
運
営
、
そ
れ
に
新

居
の
建
築
が
加
わ

っ
て
、
俊
子
は
意
に
反
し
て
痩
せ
る
暇
も
な
く
忙
し

く
飛
び
回

っ
て
い
ま
す
。

一
月
に
広
島
で
湾
岸
戦
争
開
始
を
知
り
、
八
月
に
は

ロ
ン
ド

ン
で
モ

ス
ク
ワ
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
激
動
の
世
界
を
身
近
に

感
じ
平
和
を
念
じ
た

一
年
で
し
た
。　
一
方
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
要
望
と

建
築
家
の
理
想
の
調
和
を
め
ざ
し
た
我
が
家
も
完
成
間
近
で
、
二
月

に

は
入
居
出
来
そ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
南
東
部
に
お
越
し
の
折
は
、
是
非

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

皆
様
の
益
々
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

一
九
九

一
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
本
雄
二

俊
子

今
日
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辣蜃歿
A World of Peace

}IERRY CHRISTUAS & HAPPY NEl{ YEAR

Two years have passed since our fanily joined again in Los Ancels after three
years separatioa.
It is a Iittle relief of our mind that all of our childrens are not refusing to
go to school in America. However we doubt that they are not realy enjoying as
they are doing in Japao.
The photo was taken in California Golden Poppy Reserve in Lancaster, one hour
drive from Los Angels. Since there was enough rain last winter in Southern
California so that wild flowers were in fuli blosson in the last spring the
first tine in few years.Many Angelian were enjoying wild flowers like Japanese
enjoyiog cherry blossom in spring.

HAVE NICE i99Z Katsuni & Mitsue SUGlYtI,tt
5540 (onya Dr.
Torrance, CA S0503
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手塚升君結婚披露宴

(91.8.24 ノ「ヽ芳園)
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ブラジル早慶戦

(91.9.1)

相田夫妻



78

山路武雄君結婚式

(91.9.7 布池教会)

一　
　
　
　
一

ゞ
一・一一一ヽヽ
一ヽ̈ヽｍ
・

鮮

よ■



17.こ の一年のアルバム  79

手塚升君の結婚を祝う会

(919″  なまず家)



80

池田芳樹君結婚披露宴

(91.10.10 赤坂プリンスホテル)

|ヾ|:ヽ

ι
Ｉ
Ｅ
■
Ｅ
■



17. ta-Fa7 tv,s a 81

吉田六左衛門君近影

昭 18卒理工幹事会

(91.911 渋谷)

淡路美治氏より

林順司君の トライアスロンの

ゴールイン

(91.10.13 ,中縄)

1::=.電 ほ
:



82

従妹馬場良子さんの次男守君の結婚

(91.10.12 ブラジル)

教 会

馬場ファミリー

新婚旅行

アルゼンチン



17.こ の一年のアルバム  83

昭 18年卒理工の会

(91.10.14 新山谷寮)

淡路美治氏より
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御所設計を親戚が集って

祝ってくれた

(91.11.13 佐渡 金峰荘)

山本修巳氏より
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ブダペス トエ大

ヘゲディツシュ教授

来日

歓迎会

(新 宿)

送別会



86

AUR 15周年記念

(91.12.5 国際会館 )

中山君,坪井君と忘年会

(91. 12 6  2コ

`辛

)

l
=ヽ

擬

修之助叔父上京

いとこ会

(91. 12. 11

八重洲天山)

山本養一氏より
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江戸東京博物館現場

浅草三業会館

ORSの見学会

(91. 12. 18)
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ある現場

(91.12.24)

ホテルニューアカオ

フロン ト

ロビー 食堂入口 曲線梁工事中の写真

ORS年末旅行

(91 12.27～ 28)
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食事終って

バーにて

下田プリンスホテル

コーヒーハウス

食 堂



90

わが家新年宴会 (92.1.5)

ORS十鈴木事務所新年宴会

(92.1.17 目黒 鳥串)

鞭葬 .`

針

菊竹さんの授業 (92.1.22)
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清水建設松井会の新年会

(92.1.22 代官山 SaSan)

大成松井会

(92.1.25 センタービル)

佐渡中学のクラス会

(92.1.25 新宿さがみ)

丸川事務所 東京支社 移転祝い

(1992.1.30)

=:=
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昭和 37年卒クラス会

(92.1.31 Big Box)



二次会,赤坂

17.こ の一年のアルバム  93

江戸東京博現場 免震床の実験

(92.2.25)



94

若手松井研の会 (923.28 目黒)
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山口県,福祉専門学校学生寮上棟式

(92.3.11 ;萩 )

若手松井研の会 (92.3.28 目黒)

逍遥亭食後 (市長,病院長と)



96

逍遥亭ロビー

(92.3.12)

萩市内

都志見病院現場

福岡市庁舎

地下駐車場竣工

(92.3.30)
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ド■  ‐
'I::11腎

福井ワシン トホテル竣工

和田さん,亀嶋さん達と

(92.4.17)

富山博の建物竣工

葉さん,草場さん

(92 4.28)

武蔵工大にて講義

(92.5.6)
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木村佳央君

結婚披露宴

(92.6.6
ロイヤルパーク

ホテル)

日本鋼弦コンクリー ト

相模原工場

(92.5.28)

宋君,ナジ君

(92.5.30 雅叙園観光ホテル)
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光弾性学会パーティー

(92.6.22 漏与||`ヽ食官)
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多摩霊園納骨堂現場

(92.7 10)
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1943年 9月

1948:生 F12月

1952年1 4 月

1960年 1月

1961:年-4月

1991年 4月

著者略歴

佐渡に生る
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建築学科卒業

早稲田大学専任講師

同助教授

工学博士
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